
 

<問い合わせ先><問い合わせ先>
北九州市 建設局 公園緑地部 みどり・公園整備課北九州市 建設局 公園緑地部 みどり・公園整備課

〒803-8501 北九州市小倉北区城内 1 番 1 号〒803-8501 北九州市小倉北区城内 1 番 1 号

TEL : 093-582-2460       FAX : 093-582-0166TEL : 093-582-2460       FAX : 093-582-0166

・地元のニーズに合った公園に生まれ変わることで、利用者が増加します。

・公園の利用方法が多様化し、様々な人が公園を利用するようになります。

・ワークショップへの参加により住民間の交流が深まります。

※平成 25 ～ 29 年度に整備を行った 50 公園に対してアンケートを実施し、47 公園が回答

北九州市建設局では、『地域に役立つ公園づくり事業』への参加団体を募集しています。

<問い合わせ先>
北九州市 建設局 公園緑地部 みどり・公園整備課

〒803-8501 北九州市小倉北区城内 1 番 1 号

TEL : 093-582-2460       FAX : 093-582-0166

事業によってこんな効果があります！

事業実施の前提条件

事業への参加方法

北九州市内 131 校区の内、平成 20 ～ 29 年度までに 33 校区（25.2%）

で事業が実施されています。
●事業の成果

・応募主体は、各小学校区のまちづくり協議会、サークル団体、ＰＴＡ等の団体とします。

・下記、問い合わせ先までご連絡の上、事業への参加希望をお伝えください。

・参加希望団体に対する事業内容の説明、ヒアリングを行った後、公園のある地域の

  区役所と調整の上、事業実施校区を決定します。
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どちらかというと
合致していない 0 箇所、0％

①新たに用地買収を行って公園を整備するのではなく、今ある公園を

　より使いやすいものに再整備するものです。

②校区内にあるすべての公園を改修するものではありません。

③今ある公園で、整備してから年数が経過していない公園

　（概ね 30 年未満）の全面改修は行いません。

④法律（都市公園法）を順守する形での改修を行います。
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・事業概要の説明

・公園の現況の説明

・公園に対する意見交換

・ 第3回までの意見をまとめた

   修正案の提示

・具体的な改修内容の検討

幼児用遊具の設置健康遊具の設置 花壇の設置 バリアフリーへの対応

八幡東区 枝光小校区 枝光四丁目西公園 八幡西区 千代小校区 椋枝公園
＜整備メニューの例＞

整備前 整備後 整備前 整備後

整備事例① 整備事例②

＜整備テーマ＞ 健康、花づくり

＜主な整備内容＞インターロッキング舗装、真砂土舗装、花壇、

散水栓、照明灯、ツイストチェア、ぶらさがり、階段、園名板

＜整備テーマ＞健康

＜主な整備内容＞背伸ばしベンチ、ツイストベンチ、

肩・腕の運動器、鉄棒、ぶらさがり、踏み台昇降、すべり台

見通しも良くなり

使いやすい公園に

なりました。

遊具が新しくなって

子供の利用が増えま

した。

＜事業の流れ＞＜事業の流れ＞＜事業の流れ＞

校区の皆さんで話し合って“身近な公園”を“より使いやすくします。

・対象公園の再整備計画を発表

自分達の意見が

反映された計画

ができました

子供から高齢者まで

楽しめる公園になれば

いいな

第１回ワークショップ 第２回ワークショップ 第３回ワークショップ 第４回ワークショップ

健康遊具と休憩舎

の位置は、近い方

がいいと思うよ

・再整備計画案の提示

・ 計画案に対する意見やアイ

   ディア出し

小さな子供でも安全

に遊べるような遊具

を設置したいわ

デザインに

基づいて設計

を行います！

ワークショップ（検討会）を開催し、公園をデザインします！ 整備工事を

行います!

第５回ワークショップ
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・整備対象の公園を視察して、

   参加者で現状を確認

①参加を希望する団体の中から事業対象校区を決定します。

②参加希望団体と市役所、事業受託業者の間でワークショップ（検討会）開催に向けた打合せを行います。

③校区内の地域住民の方々（30 名程度）に集まって頂き、月１回のペースで５回のワークショップを開催します。

④ワークショップ参加者の皆さんの意見を基に校区内の公園の再整備計画をつくります。
再整備計画を 基に

実施設計（詳細な

設計）を行います。

次年度から 2 ～ 3

年程度で公園の整

備工事を行います。

　

※１回のワークショップの所要時間は２時間程度です。ワークショップは、市役所と事業を受託した業者により運営します。

花房小学校区 畠田二丁目公園


